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生活環境部

１ 概　　　要

○

○

○

２ 収益的収入及び支出

※元年度は公営企業会計移行前の特別会計 (単位：百万円（税抜き）)

（参考）

令和元年度

処 理 場 費 405 435 △ 30 

総 係 費 等 21 17 4 

減価償却費等 724 0 724 減価償却費の皆増

当 年 度 純 損 益
( 収 入 － 支 出 )

104 経常損益＋特別利益－特別損失

△ 43 

△ 42 

当年度未処分利益剰余金 104 146 △ 42 

特 別 損 失 0 0 

経 常 損 益 103 
（営業収益＋営業外収益）
－（営業費用＋営業外費用）

委託料（指定管理料）の減

営 業 費 用 1,150 698 

6 営 業 外 費 用 30 

452 

1 特 別 利 益 1 

流 域 下 水 道 事 業 費 用 1,180 704 

0 

476 

662 

11 
流入量による負担金の増、
建設負担金（除却分）の増

営 業 外 収 益 830 
長期前受金戻入の皆増、
他会計補助金等の皆増

650 

622 

442 

180 

令和２年度鳥取県天神川流域下水道事業会計決算概要

区　　分 備　　　　考令和２年度 差　引

天神川流域下水道事業は、令和２年度から地方公営企業法を適用する事業（財務規定等
適用）となり、今回が公営企業会計へ移行して初めての決算となる。

以上により、経営状況を判断する経常損益は黒字（103百万円）を計上し、純損益（経
常損益＋特別損益）でも104百万円の黒字を計上した。

営業収益は、管理事業費負担金（維持管理分）等の収入により453百万円、営業外収益
は、管理事業費負担金（資本回収分）、長期前受金戻入、他会計補助金、資本費繰入収
益等の収入により830百万円となり、営業費用は、天神浄化センターの指定管理料、減
価償却費、資産減耗費等の支出により1,150百万円、営業外費用は、支払利息等の支出
により30百万円となった。

24 

0 

146 

146 

流 域 下 水 道 事 業 収 益 1,284 

営 業 収 益 453 
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３ 資本的収入及び支出

※元年度は公営企業会計移行前の特別会計 (単位：百万円（税込み）)

（参考）

令和元年度

1,271 371 900 

国 庫 補 助 金 730 208 522 脱水設備改築工事等による増

建 設 事 業 費 負 担 金 269 73 196 〃

企 業 債 257 76 181 〃

他 会 計 負 担 金 8 14 △ 6 

他 会 計 補 助 金 7 0 7 

1,413 511 902 

建 設 改 良 費 1,250 355 895 　脱水設備改築工事等による増

企 業 債 償 還 金 91 82 9 

他会計借入金償還金 72 74 △ 2 

△ 142 △ 140 △ 2 

■主な建設改良工事

○幹線管渠更生工事

［決算額］ 648,013千円

［事業量］ L=2,183.6m、φ900～2,000mm

○汚泥処理設備工事その13及び電気設備工事その29（脱水設備改築）

［決算額］ 275,540千円

［事業量］ 機械設備工事（汚泥脱水設備N=1基含む） 一式、電気設備工事 一式

○電気設備工事その30（受変電設備改築）

［決算額］ 238,564千円

［事業量］ 電気設備工事（高圧受電設備N=1式含む） 一式

資 本 的 支 出

差　引令和２年度

収 入 － 支 出

区　　分 備　　　　考

資 本 的 収 入
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